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熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
で
は
、
地
域
、

家
庭
、
学
校
、
行
政
、
関
係
機
関
等
の
連
携

が
更
に
深
ま
り
、
熊
毛
地
区
の
社
会
教
育
が

ま
す
ま
す
充
実
・
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
熊
毛
の
社
会
教
育
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

一
・
二
ペ
ー
ジ
に
は
、
地
区
主
要
行
事
を
、

三
～
六
ペ
ー
ジ
に
は
、
一
市
三
町
の
特
色
あ

る
事
業
等
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
御
一
読
い
た
だ
き
、
本
地
区
の
社
会

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
・
発
展
に
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
会
指
導
者
・
育
成
者
研
修
会

子

ど

も

会

安

全

教

育

研

修

会

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
三
日(

土)

中
種
子
町
立
中
央
公
民
館(

五
十
七
人)

種
子
島
地
区
の
子
ど

も
会
リ
ー
ダ
ー
と
指
導

者
・
育
成
者
が
集
い
、

「
子
ど
も
た
ち
が
つ
く

る
子
ど
も
会
活
動
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

指
導
者
・
育
成
者
研

修
会
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
主
体
的
に
活
動
す
る
た
め
の
指
導
者
・

育
成
者
の
役
割
や
活
動
の
方
法
等
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
に
よ

る
安
全
教
育
研
修
会
で
は
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ
の
演
習

を
通
し
て
、
活
動
中
の
危
険
を
予
知
し
、
回

避
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
合
同
で
中
種
子
消
防
分
遣
所
員
の

指
導
に
よ
り
、
正
し
い
応
急
処
置
の
方
法
を

学
ん
だ
り
、
よ
い
ら
ー
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
楽
し
い
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
導
し
て

い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

子
ど
も
会
活
動
は
、

異
年
齢
集
団
に
よ
る
話

合
い
活
動
や
体
験
活
動

等
を
通
し
て
、
人
と
関

わ
る
こ
と
の
喜
び
を
味

わ
っ
た
り
、
郷
土
の
よ

さ
を
再
発
見
で
き
た
り

す
る
ま
た
と
な
い
機
会

で
す
。
今
後
も
子
ど
も

た
ち
が
つ
く
る
子
ど
も
会
活
動
の
推
進
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

社

会

教

育

指

導

者

研

修

会

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
女
性
団
体
・
高
齢
者
団
体

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日(

金)

屋
久
島
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー(

五
十
七
人)

屋
久
島
地
区
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
及
び
女
性
団
体
・
高

齢
者
団
体
が
合
同
で
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

各
団
体
の
運
営
や
活

動
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
講
義
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
実
技
、
「
生

涯
学
習
の
町
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
協
議
等

を
通
し
て
、
各
団
体
の
活
動
の
活
性
化
や
団

体
間
の
連
携
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
が
学
習
し
た
こ
と
を
実

践
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
広
め
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

青
年
団
体

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
日(

土)

・
二
十
一
日(

日)

あ
っ
ぽ
～
ら
ん
ど(

二
十
九
人)

種
子
島
地
区
三
市
町

の
青
年
団
が
一
堂
に
会

し
て
、
一
泊
二
日
の
宿

泊
研
修
を
行
い
ま
し

た
。人

権
尊
重
の
理
念
に

基
づ
い
た
一
人
一
人
を

大
切
に
す
る
活
動
の
在

り
方
や
ア
イ
デ
ア
創
出

の
技
法
で
あ
る
ブ
レ
イ

ン
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
用

い
て
、
魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り
等
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
カ
ヌ
ー
・
い
か
だ
体
験
」
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
囲
ん
で
の
情
報
交
換
会
は
、
若

者
ら
し
く
溌
剌
と
し
た
楽
し
い
交
流
の
場
に

な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
青
年
団
の
衰
退
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
地
区
内
の
青
年
団
は
、
地
域

お
こ
し
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
に
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
青
年
団
の
皆
さ
ん
に
エ
ー

ル
を
送
る
と
同
時
に
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
及
び
高
校
生
ク
ラ
ブ
等
交
流
大
会

平
成
二
十
七
年
七
月
四
日(

土)

・
五
日(

日)

中
種
子
町
立
中
央
公
民
館

他(

五
十
五
人)

中
種
子
町
を
主
会
場

に
鹿
児
島
地
区
・
鹿
児

島
市
の
会
員
と
の
交
流

大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
地

域
に
お
け
る
自
分
た
ち

の
役
割
に
つ
い
て
考

え
、
地
域
社
会
で
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
中
・
高
校
生
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
、
ヨ
ッ
ト

や
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

宇
宙
セ
ン
タ
ー
見
学
や

種
子
島
の
歴
史
・
文
化

の
体
験
学
習
等
を
通
し

て
、
種
子
島
の
魅
力
を

体
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
団
体
の
活

動
発
表
や
「
し
ゃ
べ
り

場
」
で
は
、
若
者
ら
し

く
活
気
の
あ
る
意
見
交

換
を
行
い
、
他
の
団
体

の
活
動
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

熊
毛
地
区
の
実
行
委
員
十
人
が
、
三
回
の

熊毛の社会教育 熊毛地区社会教育振興会

平
成
二
十
八
年
二
月
発
行

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会

〈熊毛地区社会教育主要事業実績〉
月 日 曜 事 業 名 会 場 参加者数

５ 23 土 地区子ども会指導者・育成者研修会 中種子町立中央公民館 57人

地区子ども会安全教育研修会

６ 12 金 地区社会教育指導者研修会(PTA･女性･高齢者団体) 屋久島離島開発総合センター 57人

６ 20 土 地区社会教育指導者研修会(青年団体)～21日(日) あっぽ～らんど 29人

７ ４ 土 中央ブロック子ども会ジュニア・リーダ 中種子町立中央公民館 55人

ー及び高校生クラブ等交流大会(～５日) 他

９ ４ 金 地区文化財保護審議会委員等研修会 南種子町立中央公民館 31人

地区人権教育ブロック別指導者研修会 138人

９ 10 木 地区社会教育委員等研修会 ホテルニュー種子島 34人

地区自治公民館経営研究会 39人

11 28 土 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開 西之表市立下西小学校 約400人



( 2 )熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育

実
行
委
員
会
を
経
て
自
分
た
ち
の
力
で
企
画

・
運
営
を
し
た
大
会
で
し
た
。
本
番
で
は
計

画
通
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
な
ど
の

課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
課
題
を
話
し

合
い
、
助
け
合
い
な
が

ら
克
服
す
る
な
ど
、
成

長
を
感
じ
る
大
会
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
等
研
修
会

平
成
二
十
七
年
九
月
四
日(

金)

南
種
子
町
立
中
央
公
民
館(

三
十
一
人)

「
文
化
財
保
護
行
政
」
に
つ
い
て
、
県
文
化

財
課
担
当
者
の
講
話
の
後
、
西
之
表
市
の
委

員
か
ら
「
作
家

家
坂
洋
子
資
料
の
紹
介
」

に
つ
い
て
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

家
坂
氏
は
、
種
子
島
・
屋
久
島
を
題
材
に

し
た
作
品
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
た
作
家
で
、

そ
の
書
籍
と
膨
大
な
収
集
資
料
は
郷
土
史
の

貴
重
な
資
料
と
な
り
、
現
在
そ
の
整
理
に
当

た
っ
て
い
る
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
研
修
視
察
で
は
、
昨
年
三
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
見
学
し
ま
し
た
。
国
重
要
文
化
財
の
出
土

品
や
集
団
墓
地
、
埋
葬
の
様
子
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
独
自
の
豊
か

な
文
化
を
形
成
し
て
い

っ
た
様
子
に
つ
い
て
研

修
し
ま
し
た
。

今
後
の
各
市
町
文
化

財
保
護
行
政
の
推
進
・

充
実
と
文
化
財
保
護
思

想
の
普
及
・
啓
発
に
生

か
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

人
権
教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会

社

会

教

育

委

員

等

研

修

会

自

治

公

民

館

経

営

研

究

会

平
成
二
十
七
年
九
月
十
日(

木)

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
種
子
島(

百
三
十
八
人)

人
権
教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会

部
落
解
放
同
盟
鹿
児
島

県
連
合
会
執
行
委
員
長
の

山
口
武
文
氏
を
講
師
に
迎

え
、
「
生
き
る
」
を
演
題

に
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

差
別
や
偏
見
の
な
い
明

る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
差
別
の
中

で
生
き
て
き
た
人
々
が
、
最
善
を
尽
く
し
て

生
き
よ
う
と
す
る
姿
に
尊
敬
の
念
を
も
っ
て

学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
大
人
が
正
し
い

知
識
と
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
、
子
ど
も
た

ち
に
正
し
く
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認

識
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

人
権
教
育
は
あ
ら
ゆ
る
教
育
の
基
本
で
す
。

社
会
教
育
に
お
い
て
も
、
人
権
尊
重
の
理
念

を
大
切
に
し
た
活
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
教
育
委
員
等
研
修
会

「
社
会
教
育
の
推
進
と
社
会
教
育
委
員
の
役

割
」
を
テ
ー
マ
に
、
屋
久
島
町
社
会
教
育
委

員
会
議
長
が
、「
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
日
本
一

運
動
」
へ
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
事
例
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
研
究
協
議
で
は
地
域
ぐ
る

み
で
の
青
少
年
育
成
活
動
の
在
り
方
な
ど
に

つ
い
て
熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
公
民
館
経
営
研
究
会

「
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を

担
う
公
民
館
活
動
の
在
り

方
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
之

表
市
伊
関
地
区
公
民
館
長

が
「
伊
関
の
風
」
と
題
し

て
、
紀
徳
祭
の
取
組
や
区

民
の
学
校
教
育
へ
の
協
力
、
地
域
の
絆
づ
く

り
等
の
取
組
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

県

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

研

究

委

嘱

公

開

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
八
日(

土)

西
之
表
市
立
下
西
小
学
校(

約
四
百
人)

下
西
小
学
校
を
会
場

に
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地

域
・
学
校
関
係
者
を
迎

え
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

下
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

研
究
テ
ー
マ
「
地
域
の

特
性
を
活
か
し
、
心
豊

か
で
、
た
く
ま
し
く
生

き
抜
く
下
西
っ
子
の
育

成
を
目
指
す
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
～
み
ん
な
で
や
ろ
う
。
今
し
か
で
き
な
い

こ
と
を
～
」
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
を
も
と

に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

教
育
活
動
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。

「
下
西
小
学
校
の
五
つ

の
言
葉
と
五
つ
の
心
」

と
関
連
さ
せ
た
一
家
庭

一
家
訓
や
生
活
習
慣
・

学
習
習
慣
・
読
書
習
慣

の
育
成
を
目
指
し
た

「
下
西
ス
リ
ー
ア
ッ
プ

週
間
」
の
取
組
に
つ
い

て
ユ
ニ
ー
ク
な
創
作
劇
で
紹
介
が
あ
り
、
会

場
に
は
笑
い
が
溢
れ
る
と
同
時
に
、
家
庭
で

ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
よ
い
か
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
千
葉
大
学
講
師
の
石
村
博
彦
氏
に

よ
り
「
算
数
教
材
、
観
点
を
変
え
て
み
る
」

の
演
題
で
御
講
演
を
い
た
だ
き
、
視
点
を
変

え
て
物
事
を
見
つ
め
て
み
る
こ
と
の
大
切
さ

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
家

庭
教
育
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
改
め
て
見

直
す
良
い
機
会
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

受

賞

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

平
成
二
十
七
年
度
各
種
表
彰

※
敬
称
略

◆
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

小
薗

正
喜

（
南
種
子
町
）

恵
比
須
子
ど
も
会
育
成
会

（
屋
久
島
町
）

◆
優
良
少
年
少
女
及
び
優
良
地
域
高
校
生
ク
ラ
ブ
等
表
彰

種
子
島
レ
オ
ク
ラ
ブ

（
西
之
表
市
）

◆
県
文
化
財
功
労
者
表
彰

横
山

政
義

（
中
種
子
町
）

◆
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰

人
形
劇
団
ゆ
び
き
り

（
西
之
表
市
）

◆
熊
毛
地
区
社
会
教
育
関
係
優
良
団
体
・
個
人
表
彰

【
優
良
団
体
】

種
子
島
の
語
り
部
「
ぢ
ろ
（
囲
炉
裏
）
の
会
」

（
西
之
表
市
）

な
か
た
ね
お
は
な
し
パ
レ
ッ
ト

（
中
種
子
町
）

し
ま
こ
い
南
種
子

（
南
種
子
町
）

高
校
生
ク
ラ
ブ
ぽ
ん
だ
ま

（
屋
久
島
町
）

【
優
良
個
人
】

中
野

幸
太
郎

（
西
之
表
市
）

石
田
尾

壽

（
屋
久
島
町
）

◆
熊
毛
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

東
町
・
池
田
子
ど
も
会

（
西
之
表
市
）

星
原
校
区
子
ど
も
会
育
成
会

（
中
種
子
町
）

下
中
地
区
公
民
館
青
少
年
育
成
部
（
南
種
子
町
）

【
編
集
・
発
行
】

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
事
務
局

住

所

西
之
表
市
西
之
表
七
五
九
〇
番
地

熊
毛
教
育
事
務
所
内

電

話
（
〇
九
九
七
）
二
二-

〇
五
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
九
七
）
二
二-

〇
五
二
一
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わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５

３
泊
４
日
の
旅
！

八
月
九
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
、「
わ
く

わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
子
ど
も
ゆ
め
基
金
を
活
用
し
た
事
業

で
、
昨
年
度
は
台
風
の
た
め
中
止
と
な
り
、

満
を
持
し
て
の
事
業
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

西
之
表
市
内
の
小
学
四
年
生
か
ら
中
学
三

年
生
を
対
象
に
募
集
を
行
い
、
小
学
生
二
十

八
人
、
中
学
生
二
人
の
計
三
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

三
泊
四
日
の
宿
泊
学
習
を
鹿
屋
市
と
鹿
児
島

市
を
舞
台
に
実
施
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
国
立
大
隅
自
然
の
家
で
鹿
屋

市
子
ど
も
会
と
の
交
流
活
動
を
行
い
、
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
往
復
六
時
間
を
か
け
て
万
滝

ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
後
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
す
る
と
い
う
ハ
ー
ド
な
内
容
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
た
く
ま
し
く
完
歩
し
、
キ
ャ

ン
プ
の
準
備
か
ら
火
を
焚
い
て
の
夕
食
づ
く万滝で集合写真

り
ま
で
や
り
遂
げ
、
充
実
し
た
活
動
と
な
り

ま
し
た
。

三
日
目
は
、
施
設
見
学
が
メ
イ
ン
の
活
動

に
な
り
ま
し
た
。
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基

地
を
見
学
し
、
県
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
農
村
研

修
セ
ン
タ
ー
に
て
異
文
化
体
験
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
鹿
児
島
市
内
ま
で
移
動
し
、

鹿
児
島
市
立
少
年
自
然
の
家
に
宿
泊
し
ま
し

た
。最

終
日
は
、
五
班
に
分
か
れ
て
鹿
児
島
中

央
駅
付
近
を
自
主
探
索
し
、
明
治
維
新
を
中

心
と
し
た
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
セ
イ
カ

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
工
場
を
見
学
し
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
や
お
菓
子
の
製
造
過
程
を
細
か
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
土
産
に
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
も
ら
い
、
大
喜
び
の
見
学
と

な
り
ま
し
た
。

親
元
を
離
れ
て
三
泊
四
日
の
集
団
生
活
を

経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
協
調
性
と
自
主

性
を
学
び
、
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
き
つ

い
活
動
を
や
り
遂
げ
、
達
成
感
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
西

之
表
市
を
出
発

し
た
と
き
よ
り

も
一
段
と
た
ま

し
く
な
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
顔

つ
き
を
見
て
、

充
実
し
た
三
泊

四
日
の
旅
に
な

っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
事
業

「
と
も
だ
ち
大
作
戦
！
」
開
催

八
月
十
七
日
と
十
八
日
に
あ
っ
ぽ
～
ら
ん

ど
で
「
と
も
だ
ち
大
作
戦
！
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
」
を
目
的
と
し

て
、
大
字
の
小
学
六
年
生
を
対
象
に
募
集
を

か
け
、
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
異
年
齢
集

団
活
動
も
目
的
の
一
つ
と
す
る
た
め
、
ふ
る

さ
と
ま
な
び
～
隊
員
も
加
わ
り
、
計
二
十
五

人
が
一
泊
二
日
の
宿
泊
を
伴
う
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

初
日
の
友
だ
ち
に
な
ろ
う
ゲ
ー
ム
や
チ
ー

ム
の
旗
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
通
し
て

初
対
面
の
子
ど
も
た
ち
も
す
ぐ
に
緊
張
が
解

け
、
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
の
夕
食
づ
く
り
や
花
火
等
の
レ
ク
リ
エ

ー

シ

ョ

ン

で

は
、
チ
ー
ム
で

の
活
動
を
意
識

的

に

取

り

入

れ
、
ど
の
チ
ー

ム
も
高
学
年
児

童
の
リ
ー
ド
に

よ
り
協
力
し
て

活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。二

日
目
は
、

六
年
生
だ
け
で

種
子
島
中
学
校

の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
校
長

先
生
か
ら
歓
迎

の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
教
頭
先

生
に
は
丁
寧
に

校
内
を
案
内
し

チーム旗づくりの様子中学校見学の様子

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
学
生
に
な
る
こ
と
へ
の
不
安
が
少
し
で

も
解
消
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
今
回

の
活
動
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
役
割
を
全
う
し
、
多
く
の
友
だ
ち
と

積
極
的
に
交
流
し
、
楽
し
く
過
ご
せ
た
様
子

で
し
た
。
こ
の
活
動
で
で
き
た
仲
間
が
い
る

こ
と
を
心
強
く
感
じ
、
希
望
を
も
っ
て
中
学

校
に
入
学
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

西
之
表
市
連
合
青
年
団
の
活
動

西
之
表
市
連
合
青
年
団
は
、
現
在
六
十
四

人
（
男
性
三
十
人
・
女
性
三
十
四
人
）
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
二
十
四
日
（
木
）
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ブ
に
市
連
合
青
年
団
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
も
『
君
の
家
に
も
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
！
大
作
戦
』
。
有
志
二
十
八
人

が
集
ま
り
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
に

は
若
宮
保
育
園
・
国
上
み
さ
き
保
育
園
を
訪

問
し
、
園
児
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
ま

し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
と

笑
い
声
が
響
き

渡
り
、
充
実
し

た
活
動
と
な
り

ま
し
た
。

市
連
合
青
年

団
は
県
内
一
の

団
員
数
を
生
か

し
て
、
西
之
表

市
を
盛
り
上
げ

て
い
く
た
め
、

新
た
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
意
気

込

ん

で

い

ま

す
。

君の家にもサンタクロース！大作戦

わくわくチャレンジ２０１５
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平
成
二
十
七
年
十
二
月
五
日
に
種
子
島
中

央
体
育
館
に
於
い
て
、
自
公
連
女
性
部
の
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
（
ミ
ニ
バ
レ
ー
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
で
十
三
回
目
を
迎
え
、
二
十

チ
ー
ム
百
三
十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

女
性
部
で
は
、
「
力
を
合
わ
せ
て
で
き
る
こ

と
か
ら
行
動
し
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
気

軽
に
参
加
で
き
る
組
織
」
を
目
指
し
て
、
相

互
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
仕
事
や

家
事
、
子
育
て
の
疲
れ
を
忘
れ
、
和
気
あ
い

あ
い
と
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

時
々
笑
い
声
が
聞
こ
え
た
り
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
り
し
た
中
、
一
人
の
ケ
ガ
も

な
く
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結
果
は
優
勝
が
畠
田
チ
ー
ム
、
二
位
が
竹

屋
野
Ｃ
チ
ー
ム
、
三
位
が
竹
屋
野
Ｂ
チ
ー
ム

で
し
た
。

中種子町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会

女
性
部

ミニバレーボール大会の様子

中
種
子
町
と
さ
つ
ま
町
の
両
町
に
お
い
て

お
互
い
の
児
童
生
徒
が
毎
年
交
互
に
訪
問
し

合
い
交
流
を
深
め
る
「
中
種
子
町
青
少
年
さ

つ
ま
交
流
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年

で
九
回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
か
ら
九
月
ま

で
の
五
か
月
間
、
小
学
生
を
中
心
と
す
る
子

ど
も
た
ち
を
戦
禍
か
ら
救
う
た
め
に
、
さ
つ

ま
町
（
旧
薩
摩
町
、
旧
鶴
田
町
、
旧
宮
之
城

町
）
に
中
種
子
町
が
疎
開
先
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
両
町
交
流
の
機
運

が
高
ま
り
、
平
成
十
八
年
度
に
友
好
交
流
協

定
を
締
結
し
、
交
流
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
さ
つ
ま
町
か
ら
四
十
二
人
の
児
童

生
徒
が
来
町
し
、
八
月
四
日
か
ら
六
日
の
二

泊
三
日
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

一
日
目
の
午
後
は
、
熊
野
で
地
引
き
網
体

験
を
行
い
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま

し
た
。
夜

の
活
動
で

は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ロ

ケ
ッ
ト
を

製
作
し
ま

し
た
。
み

ん
な
悪
戦

苦
闘
し
な

が
ら
な
ん

と
か
作
り

「
中
種
子
町
青
少
年

さ
つ
ま
交
流
事
業
」

地引き網体験の様子

あ
げ
、
明
日
を
楽
し
み
に
就
寝
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
発
射
体
験

で
す
。
発
射
す
る
た
び
に
歓
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宇
宙
科
学
展
示
館
を

見
学
し
、
熊
野
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
に
移

動
し
ま
し
た
。
午
後
は
「
ヨ
ッ
ト
体
験
」
「
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
」「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
散
策
」
の
三

種
類
の
体
験
活
動
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実

施
し
ま
し
た
。「
ヨ
ッ
ト
体
験
」
で
は
実
際
に

操
船
を
し
た
り
、
沖
の
海
に
飛
び
込
ん
だ
り

し
て
楽

し
ん
で

い
ま
し

た
。「
カ

ヤ
ッ
ク

体
験
」

で
は
オ

ー
ル
の

持
ち
方

や
転
覆

し
た
と

き
の
対

処
法
な

ど
を
学

び
、
最
初
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
時
間
が
経
つ

と
み
ん
な
上
達
し
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。「
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
散
策
」
で
は
、
自
生
地
北
限
と

さ
れ
る
種
子
島
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を
散
策

し
、
多
様
な
生
態
系
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
観

察
し
ま
し
た
。
夜
の
活
動
で
は
、
実
際
疎
開

を
経
験
さ
れ
た
方
を
お
迎
え
し
、
当
時
の
貴

重
な
体
験
談
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
ん
な
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

三
日
目
は
、「
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
体
験
」
を
実

施
し
、
最
初
に
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
か
ら

今
年
の
産
卵
状
況
や
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
砂
浜
に
移

動
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
手
に
取
っ

て
観
察
し
、
一
斉
に
放
流
を
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
や
交
流
を
通
し
て
、
次
代
を
担 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾛｹｯﾄ発射体験の様子

う
両
町
の
青
少
年
の
友
好
の
輪
を
広
げ
、
た

く
ま
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
人
間
に
成
長
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
人
権
週
間
（
十
二
月
四
日
か
ら

十
日
）
に
先
立
ち
、
十
一
月
二
十
六
日
に
、

町
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
「
中
種
子
町

人
権
同
和
教
育
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
田
隆
幸
氏
（
鹿
児
島
県
総
務
部
県
民
生

活
局

人
権
同
和
対
策
課
研
修
専
門
員
）
を

講
師
に
招
き
、
「
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め

に
」
の
演
題
で
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

身
近
に
あ
る
人
権
同
和
問
題
に
つ
い
て
、
ビ

デ
オ
上
映
や
人
権
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参

考
に
、
豊
富
な
経
験
を
交
え
な
が
ら
の
内
容

で
し
た
。

町
職
員
や
各
種
団
体
代
表
な
ど
約
百
人
の

参
加
者
か
ら
は
、
「
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、

今
後
の
生
活
で
実
践
し
た
い
」
「
改
め
て
人
権

に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
同
和
問
題
は
、
今
な
お
様
々
な
問
題

が
山
積
み
で
す
が
、
こ
の
研
修
会
を
通
し
て
、

一
人
一
人
の

人
権
が
守
ら

れ
る
社
会
を

実
現
し
て
い

く
た
め
の
知

識
や
理
解
を

深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

研修会の様子

「
人
権
同
和
教
育
研
修
会
」

熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育



( 5 )

宿
泊
体
験
学
習

～

み
な
み
た
ね
っ
子
ふ
る
さ
と
学
寮

～

南
種
子
町
で
は
、
様
々
な
体
験
活
動
に
よ

る
青
少
年
の
健
全
育
成
や
リ
ー
ダ
ー
育
成
を

目
的
に
、
「
ふ
る
さ
と
学
寮
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。本

年
度
は
、
七
月
一
日
か
ら
三
泊
四
日
間
、

年
齢
の
異
な
る
様
々
な
地
域
か
ら
小
学
生
十

三
人
、
中
学
生
三
人
の
子
ど
も
た
ち
が
「
南

種
子
町
自
然
の
家
」
に
集
い
、
共
同
生
活
を

行
い
ま
し
た
。

【
学
習
活
動
】

「
家
族
へ
の
感
謝
を
手
紙
に
綴
ろ
う
」「
英
語

に
つ
い
て
学
ぼ
う
」
等
、
講
師
の
先
生
に
よ

る
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
、
集
中
し
な
が

ら
、
毎
日
み
ん
な
楽
し
く
学
習
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

南種子町

【
体
験
活
動
】

「
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
製
作
」
や
「
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験
」
、
「
五
右
衛
門
風
呂
焚
き
」

な
ど
、
普
段
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

特
に
、
薪
で
焚
く
五
右
衛
門
風
呂
は
、
初

め
て
の
子
ど
も
た
ち
が
多
く
、
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
が
、
入
浴
時
は
苦
労
し
た
甲
斐
も

あ
り
、
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
経
験
で
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
青
年
団
や
公
民
館
婦
人
部
の

協
力
で
炊
飯

活
動
等
も
ス

ム
ー
ズ
に
行

う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

入
寮
し
た

頃
は
、
緊
張

し
て
い
た
子

ど

も

た

ち

も
、
時
間
と

と
も
に
仲
間
と
打
ち
解
け
合
い
、
最
後
の
退

寮
式
で
は
別
れ
を
惜
し
み
、
涙
を
流
す
子
ど

も
も
い
ま
し

た
。今

回
参
加

し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
す

ば
ら
し
い
体

験
活
動
と
貴

重
な
経
験
が

で
き
た
の
で

は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

楽しい夕食タイム

元
気
で
楽
し
く
活
動
に
参
加
し
て

～

南
種
子
町
高
齢
者
学
級

～

生
涯
学
習
に
お
け
る
高
齢
者
の
活
動
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

元
気
に
楽
し
く
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め

に
町
で
は
八
地
区
の
高
齢
者
学
級
で
年
間
を

通
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
①
高
齢
者
と

語
る
会

②
人
権
教
室

③
趣
味
を
主
と
し

た
講
座

④
学
習
を
主
と
し
た
講
座

⑤
各

学
校
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
の

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
陶
芸
教
室
や
栄
養
教
室
、
史

跡
め
ぐ
り
な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
「
日
頃
の
思
い
を
語
る
場
に
な
っ
た
」
、

「
男
性
が
エ
プ
ロ
ン
姿
に
変
身
し
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
手
作
り
料
理
を
み
ん
な
で
食
事

で
き
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
」
と
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
地

域
の
主
体
的
な
活
動
計
画
に
沿
い
、
意
欲
を

も
っ
て
参
加
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
毎

年
、
活
動
の
反
省
（
成
果
と
課
題
）
を
行
い
、

次
年
度
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

高齢者陶芸教室の様子

図
書
館
の
創
意
工
夫

～

南
種
子
町
立
図
書
館

～

南
種
子
町
立
図
書
館
は
、
現
在
の
町
立
中

央
公
民
館
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
て
約
三
年
が

経
ち
ま
し
た
。
利
用
者
数
も
徐
々
に
増
加
し

て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

当
館
で
は
、
小
さ
な
お
子
様
連
れ
の
利
用

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
に
育

児
関
連
本
を
集
め
た
「
が
ん
ば
れ
！
子
育
て
！

パ
パ
・
マ
マ
応
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
併
設
し
て

い
ま
す
。
一
般
書
棚
か
ら
、
妊
娠
・
出
産
時

に
読
ん
で
お
き
た
い
本
や
名
付
け
の
参
考
に

な
る
本
、
出
産
後
の
育
児
に
関
す
る
本
な
ど

を
抜
粋
し
て
配
置
し
て
お
り
、
お
子
さ
ん
が

絵
本
を
選
ん
で
い
る
間
も
そ
ば
を
離
れ
る
こ

と
な
く
ゆ
っ
く
り
と
本
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
パ
パ
・
マ
マ
応
援
コ
ー
ナ
ー
」
の

す
ぐ
隣
の
絵
本
棚
下
段
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
向

け
の
絵
本
や
人
気
の
シ
リ
ー
ズ
、
当
館
の
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
で
勧
め
て
い
る
絵
本
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
「
自
分
で
本
を
選
ぶ
楽
し

さ
」
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
お
子
さ

ん
の
手
に
取
り
や
す
い
位
置
に
並

べ
ま
し
た
。

こ
れ
か

ら
も
町
民

の
皆
さ
ん

が
気
持
ち

良
く
利
用

で
き
る
図

書
館
づ
く

り
に
努
め

て
ま
い
り

ま
す
。

赤ちゃん向け絵本と
パパ・ママ応援コーナー

心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り

み
な
み
た
ね

熊毛の社会教育 熊毛地区社会教育振興会

みんな揃って記念撮影

ペーパークラフトの様子
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本
町
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
青
少
年

育
成
町
民
会
議
に
お
い
て
「
さ
わ
や
か
あ
い

さ
つ
日
本
一
」
を
め
ざ
す
取
組
を
決
定
し
ま

し
た
。
同
年
九
月
に
推
進
委
員
会
を
設
置
し

家
庭
・
学
校
・
地
域
・
行
政
等
、
町
民
総
ぐ

る
み
で
の
三
年
間
の
運
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
が
、
昨
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

本
運
動
を
通
し
て
、
「
家
庭
や
地
域
の
中
で
あ

い
さ
つ
を
す
る
姿
が
増
え
て
き
た
」
と
の
声

が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な

成
果
を
踏
ま
え
、

今
年
度
も
「
さ

わ
や
か
あ
い
さ

つ
運
動
」
と
し

て
、
「
毎
月
一
日

（
つ
い
た
ち
）

は
、
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
の
日
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
町
民
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
取
組
の
内
容
は
、

毎
月
一
日
の
あ
い
さ
つ
立
哨
（
の
ぼ
り
旗
使

用
）
、
子
ど
も
会
と
連
携
し
た
「
あ
い
さ
つ
看

板
」
の
製
作
及
び
県
道
等
へ
の
設
置
、
募
集

し
た
あ
い
さ
つ
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
使
用
し

た
啓
発
等
で
す
。
今
後
も
、
町
民
、
来
島
者

を
問
わ
ず
、
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
で
あ
ふ
れ

る
屋
久
島
を
め
ざ
し
ま
す
。

屋久島町

毎
月
一
日
（
つ
い
た
ち
）
は

さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
の
日
！

屋
久
島
町
で
の
学
校
応
援
団
事
業
も
、
今

年
度
で
六
年
目
と
な
り
、
い
く
つ
か
の
改
善

を
試
み
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

一

提
出
文
書
の
簡
素
化

昨
年
度
ま
で
は
、
一
つ
の
支
援
に
対
し
て

学
校
と
行
政
の
間
で
四
通
り
の
文
書
で
実
施

計
画
や
報
告
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
重
複

す
る
部
分
も
多
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら

様
式
を
簡
素
化
し
、
二
通
り
の
文
書
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
提
出
率
の
高
ま

り
、
提
出
ま
で
の
期
間
の
短
縮
等
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

二

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
の
明
確
化

本
町
で
は
、
年
二
回
の
実
行
委
員
会
、
年

一
回
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
県
配
布
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
活
用
し
、
本
事
業
の
主
旨
（
地
域
で
子

ど

も

を

育

て

る
）
や
、
子

ど
も
、
学
校
、

地
域
へ
の
メ

リ
ッ
ト
等
、

学
校
応
援
団

事
業
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
明

確
化
す
る
研

修
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
の
ま
ち
屋
久
島
町

「
学
校
応
援
団
」
拡
充
中
！

従
来
よ
り
も
、
活
動
の
内
容
の
広
が
り
や
回

数
の
増
加
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

今
後
は
、
学
習
支
援
や
学
校
行
事
へ
の
協

力
だ
け
で
な
く
、
部
活
動
支
援
、
安
全
確
保
、

環
境
整
備
、
各
種
研
修
の
講
師
等
、
さ
ら
に

本
事
業
を
拡
充
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

第
三
十
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０

１
５
に
お
い
て
、
本
町
で
は
「
全
国
木
工
芸

の
祭
典
イ
ン
屋
久
島
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
人
間
国
宝
を
含
む
多
数
の
作
品
や

屋
久
杉
工
芸
品
の
展
示
を
行
い
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

今
回
の
国
民

文
化
祭
に
向
け

て
、
子
ど
も
会

で

取

り

組

む

「
さ
わ
や
か
あ

い
さ
つ
」
看
板

と
は
別
に
、
二

単
位
子
ど
も
会

が
「
お
も
て
な

し
」
の
思
い
を

込
め
た
ウ
ェ
ル

カ
ム
ボ
ー
ド
を

製
作
し
、
安
房

体
育
館
周
辺
に

設

置

し

ま

し

た
。
ボ
ー
ド
を

見
入
る
方
、
記

念
写
真
を
撮
る
方

ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
の
製
作

～
国
民
文
化
祭
に
向
け
て
～

も
多
く
見
ら
れ
、
町
民
す
べ
て
が
屋
久
島
来

島
者
を
歓
迎
す
る
思
い
が
伝
わ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
日
（
木
）
、
屋
久

島
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
屋
久
島
町

人
権
教
育
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
講
師
に
鹿
児
島
県
立
指
宿
養

護
学
校
教
諭
の
海
江
田
宏
先
生
を
お
招
き
し
、

「
地
域
に
お
け
る
人
権
教
育
を
通
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
つ
く
り
」
の
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
そ
び
う
た
を
交
え
な
が
ら

の
楽
し
い
お
話
に
、
終
始
、
会
場
の
二
百
三

十
人
を
越
え
る
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

お
互
い
の
よ
さ
や
違
い
を
認
め
合
い
な
が

ら
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
、
よ
り
住
み
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
つ

く

り

が

図

れ
る
と
い

う
こ
と
を

学
べ
た
の

で
は
な
い

か
と
思
い

ま
す
。

笑
顔
の
花
が
た
く
さ
ん
咲
き
ま
し
た

～
屋
久
島
町
人
権
教
育
研
修
会
～

あいさつ立哨風景

釣り針の外し方：一湊小

麦生子ども会湯泊子ども会

あそびうたを紹介する
海江田先生

熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育

あそびうたに合わせて笑
顔いっぱいで体を動か
す参加者の皆さん


